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「知的財産推進計画 2007」では，地域の振興において，地
域固有の知財を有効に活用すること，地域における弁理士の活
用を図ることが必要であるとしています。今号の特集「地方自
治体の知財への取組み」では，各自治体の取組みや，我々弁理
士に対する期待などを知ることができます。3年前にも同じ特
集が組まれていますが，3年の間の活動により，発展や修正を
経てさらに高いレベルを目指し，我々弁理士に対する要望も，
さらにレベルの高いものになっているように感じました。
ご多忙の中，我々からの執筆の依頼に対して原稿を執筆して

下さった地方自治体の担当部署の方々，また原稿の執筆には至
りませんでしたが，原稿執筆を検討して下さった地方自治体の
担当部署の方々に厚く御礼申し上げます。 （KY）

都道府県の知財担当者が，関係者の知財への関心を高めるた
めにどう取組んでいるかの取組力が多数載っている。いずれも
興味のある施策やアイデアが良く語られている。この施策やア
イデアの成果も後日知りたいところである。いつかその成果を
語ってもらう企画をして欲しいと思う。
編集という仕事は大変である。その記事の記載内容がパテン

ト誌に載せても良いか否かのチェックから始まる。そのために
は記事内容が理解できるか否かが勝負である。この読み込み
（査読という）がなかなか容易ではない。自分の頭の回転の悪
さにもよるところ大だが，第一に時間が掛かる。第二に目が疲

れる。第三に飽きて眠くなる。日頃，私が作成した明細書を査
読して間違いをチェックしている者（補助者）の苦労を知った
気がする。とりあえず，12 月号の編集を終えてホッとしてい
る。 （Y・H）

今回の特集は，知的財産基本法施行，「知的財産推進計画」
のスタートから 3年が経過し，各地方自治体における知的財産
推進施策の成果や問題点などとともに，新たに「知的財産を活
用した地域振興」や「多様で信頼できる地域ブランドの確立」
への取り組みをご紹介いただこうとしたものです。結果として，
前回特集号（本誌 2004 年 11 月号，特集「地方公共団体の知財
への取り組み」）の寄稿数を越える数の地方自治体から貴重な
内容の寄稿をいただき，無事発刊することができました。
ご多忙のなか貴重の時間を割いて原稿を執筆いただいた各地
方自治体の担当者の皆様には，この場をお借りして心からお礼
を申し上げます。本当にありがとうございました。 （A. N）

12 月号の特集記事はいかがだったでしょうか。今月号では，
各地方公共団体への執筆依頼を担当させて頂いたのですが，知
財戦略強化の機運の高まりに対応する形で快く引き受けて頂い
た団体も多く，非常に有意義な情報を集めることができました。
私自身，パテント編集委員は初めてで戸惑うことも多かったの
ですが，この経験を生かし，多くの読者に満足して頂ける魅力
あるパテント誌の作成に貢献してゆきたいと思います！
最後になりますが，ご協力頂いた方々には改めて厚く御礼申
し上げます。 （J. S）

「パテント」誌 1月号の特集として，『環境技術』（課題）という特集を予定しております。
「環境技術」の知的財産権問題に関する論説等を掲載する予定です。
「環境技術」は，地球温暖化問題とも相俟って，ますます重要となることが期待されると

共に，知的財産権に関する特有の問題があることも予測されます。「環境技術」に携わる人
は勿論，それ以外の人にとっても興味深いテーマと考えられます。どうぞご期待ください。

【2008 年 1月号】


